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はじめに

　線維筋痛症（FM）は先進国の常識であるが、少なくない非先進国でも常識にな

っている。非先進国であるトルコとFMの普及度を英語論文の数で比較した。

 
方法

　1992年1月１日から2007年12月31日までと2008年1月1日から2010年12月31日ま

でに出版された日本とトルコのFMの論文数をPubMedにより比較した。

「fibromyalgia AND Japan」および「fibromyalgia AND Turkey」により全文が英語

の論文を選択した。論文名にfibromyalgiaが含まれている論文のみを選択した。論

文が作成された施設が日本とトルコである論文のみを選択し、著者の国籍は問題に

しなかった。Letter to the editorや動物実験も含めた。

 
結果

　1992年から2007年までの日本の論文が6、トルコの論文が91であった。総務省統

計局のホームページ[1]に記載された2000年の日本の人口は1億2690万人であり、ト

ルコの人口は6650万人である。2000年の両国の人口で補正するとトルコの論文の

数は日本の論文の数の28.9倍であった。

　2008年から2010年までの日本の論文が10、トルコの論文が42であった。総務省

統計局のホームページ[1]に記載された2009年の日本の人口は１億2750万人であり

、トルコの人口は7480万人である。2009年の両国の人口で補正するとトルコの論

文の数は日本の論文の数の7.2倍であった。

 
考察

　トルコは数少ない親日国でありイスラム教国である。国土の大部分はアジア大陸



に位置しているが経済的、政治的にはヨーロッパの一員として扱われている

。NATOに加盟しておりEUに加盟申請中である。トルコ語はアルタイ諸語に含

まれ、日本語は孤立言語と考えられている。共にインド・ヨーロッパ語族のゲルマ

ン語派に含まれる英語とは全く異なる言語である。医学教育は原則的にトルコ語

で行われている。FM患者の生活の質を示す指標であるfibromyalgia impact

questionnaire（FIQ）[2]は日本語版より早くトルコ語版が完成している[2]。
　両国の論文数の差は日本語という言語的な障壁が原因ではなく、日本とトルコに

おけるFMの認知度の差を示していると考えている。FMは日本以外の先進国の常識

である。トルコは先進国でも、キリスト教国でもないがFMの概念が普及している

と判断せざるを得ない。

　人口補正をすると、1992年から2007年まではトルコからは日本の28.9倍の英語

論文が出版されたが、2008年から2010年までは7.2倍であった。未だにトルコに追

いついてはいないが、日本にもFMの概念が広まっていることがわかる。Revised

FIQ（FIQR）[3]が2009年に発表された。トルコ語版のFIQRは存在しないようであ

るが、日本語版（試案）は2010年に発表された[4]。現時点ではFMに関する英語論

文を書く日本人はごく限られている。今後FMの概念が日本に広まり、多くの日本

人が英語論文を書き、トルコに追いつくことを願っている。

　現在、日本には日本式のリウマチ的あるいは膠原病的な線維筋痛症が導入され

つつあるが、世界標準のfibromyalgiaは神経障害性疼痛あるいは中枢性神経障害性

疼痛としてのFMあるいは中枢性過敏症候群の代表としてのFMである[5-6]。英語論

文を書くためには英語論文を読む必要がある。FMの英語論文を書く際にFMに関す

る英語論文をたくさん読むことにより、世界標準のFMが日本に導入されること

も願っている。

 
まとめ

　人口補正をすると、1992年から2007年まではトルコからは日本の28.9倍の英語

論文が出版されたが、2008年から2010年までは7.2倍であった。
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イントー. CareNet 2011
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田克広　http://fibro.exblog.jp/
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線維筋痛症に関する情報

戸田克広: 線維筋痛症がわかる本. 主婦の友社, 東京, 2010.

医学書ではない一般書ですが、引用文献を400以上つけており、医師が読むに耐え

る一般書です。
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http://bukure.shufunotomo.co.jp/digital/?p=10451
通常の書籍、電子書籍（kindle版）

http://www.amazon.co.jp/%E7%B7%9A%E7%B6%AD%E7%AD%8B%E7%97%9B%E7%97%87%E3%81%8C%E3%82%8F%E3%81%8B%E3%82%8B%E6%9C%AC-
ebook/dp/B0095BMLE8/ref=tmm_kin_title_0
電子書籍（XMDF形式）

http://books.livedoor.com/item/4801844

http://www.amazon.co.jp/%E7%B7%9A%E7%B6%AD%E7%AD%8B%E7%97%9B%E7%97%87%E3%81%8C%E3%82%8F%E3%81%8B%E3%82%8B%E6%9C%AC-ebook/dp/B0095BMLE8/ref=tmm_kin_title_0
http://books.livedoor.com/item/4801844


奥付

線維筋痛症に関する日本とトルコの英語論文数の比較

 

2013年1月5日　  第1版第1刷発行

http://p.booklog.jp/book/63564

著者：戸田克広（とだかつひろ）

発行者：吉田健吾

発行所：株式会社ブクログ

〒150-8512東京都渋谷区桜丘町26-1 セルリアンタワー

                http://booklog.co.jp 

http://booklog.co.jp


奥付

線維筋痛症に関する日本とトルコの英語論文数の比較

http://p.booklog.jp/book/63564

著者 : 戸田克広
著者プロフィール：http://p.booklog.jp/users/katsuhirotodamd/profile

感想はこちらのコメントへ

http://p.booklog.jp/book/63564

ブクログ本棚へ入れる

http://booklog.jp/item/3/63564

電子書籍プラットフォーム : ブクログのパブー（http://p.booklog.jp/）
運営会社：株式会社ブクログ

http://p.booklog.jp/book/63564
http://p.booklog.jp/users/katsuhirotodamd/profile
http://p.booklog.jp/book/63564
http://booklog.jp/item/3/63564
http://p.booklog.jp/

